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介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
23

年
経
過
し
た
が
、
未
だ
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
出
来
な
い
事
態
が

広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
の
人
手

不
足
・
低
収
入
、
介
護
費
用
の
負
担
増

な
ど
に
よ
る
介
護
崩
壊
も
現
実
味
を
帯

び
て
い
る
。
国
は
昨
年
、
利
用
者
負
担

増
を
含
む
７
項
目
の
改
定
案
を
示
し

た
。
し
か
し
反
対
の
世
論
の
も
と
で
先

送
り
さ
れ
た
が
３
項
目
の
改
定
案
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。
①
高
所
得
者
の
保
険

料
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
②
利
用
料
の

２
割
負
担
の
対
象
者
の
拡
大
、
③
老
健

施
設
の
多
床
室
料
金
を
全
額
自
己
負
担

と
す
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
き

な
負
担
増
に
つ
な
が
る
。

　

２
０
２
４
年
は
３
年
ご
と
に
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
量
や
保
険
料
を
見
直
す
年

で
あ
り
保
険
料
は
第
１
期
目
３
０
３
３

円
、
第
８
期
目
の
現
在
は
５
７
０
０
円

と
１
・
９
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
引
き
上

げ
の
年
で
も
あ
る
。

　

以
下
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

当
た
り
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
べ
き

で
は
な
い
。

⑵
３
項
目
の
改
定
案
を
実
施
し
な
い
よ

う
国
に
求
め
て
い
く
こ
と
。

⑶
介
護
職
員
初
任
者
研
修
・
介
護
福
祉

士
実
務
者
研
修
の
受
講
料
の
助
成
を
行

う
こ
と
。

⑷
町
の
介
護
用
品
給
付
事
業
の
対
象
者

を
特
養
入
所
基
準
の
介
護
３
も
対
象
に
。

　
　
　

  

町　

長

町　

長  

⑴
「
幕
別
町
介
護
保
険
運
営
等
協
議
会
」

に
お
い
て
、
実
施
内
容
の
検
証
や
実
績

の
確
認
、
施
策
に
対
す
る
意
見
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
ら
を
参
考
と
し
て
、
現
在
、

「
第
９
期
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
る
。

　

介
護
保
険
制
度
は
「
給
付
と
負
担
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
つ
制
度
で

あ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
見
込
み
、
そ
れ
に
見
合
う
保
険

料
が
算
出
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
見
込
ま
れ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
総
量
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
活
用
を

視
野
に
入
れ
て
、
保
険
料
の
算
定
に
当

た
っ
て
い
く
。

⑵
国
が
次
期
計
画
期
間
ま
で
に
結
論
を

出
す
と
し
た
３
項
目
の
う
ち
、
①
「
高

所
得
者
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
の
検

討
」
、
②
「
利
用
料
の
２
割
負
担
対
象

の
拡
大
」
の
二
つ
の
改
定
案
は
、
低
所

得
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
一
方
で
、
高

所
得
者
に
は
保
険
料
と
サ
ー
ビ
ス
利
用

時
に
一
定
程
度
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
「
給
付
と
負
担
」
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
、
低
所
得
者
の
生
活
を
守
り

な
が
ら
、
介
護
保
険
制
度
を
維
持
す
る

上
で
、
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
検
討
経
過
を
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

③
「
老
健
施
設
の
多
床
室
料
金
を
全

額
自
己
負
担
」
に
つ
い
て
は
、
本
町
に

所
在
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
今

回
の
見
直
し
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
見

込
み
で
あ
る
も
の
の
、
町
民
の
方
が
利

用
す
る
町
外
の
介
護
老
人
保
健
施
設
に

よ
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
該
当
施
設
入
所
者
に
お
け
る

低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
し
て
、
補
足
給

付
に
よ
り
利
用
者
負
担
を
増
加
さ
せ
な

い
よ
う
、
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
の
で
、
検
討
経
過
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

⑶
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
は
基
本

的
な
介
護
業
務
を
行
う
た
め
の
研
修
で

あ
り
、
「
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
」

は
介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格
と
し
て
研

修
の
修
了
が
必
須
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
受
講
費
用
に
つ
い
て
は
、
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
町
内
の
多
く
の

事
業
所
に
お
い
て
、
働
き
な
が
ら
資
格

取
得
を
目
指
す
職
員
に
対
し
、
「
介
護

職
員
初
任
者
研
修
」
の
受
講
料
を
助
成

し
て
お
り
、
「
介
護
福
祉
士
実
務
者
研

修
」
に
つ
い
て
も
助
成
し
て
い
る
事
業

所
が
あ
る
ほ
か
、
国
の
助
成
制
度
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
町
が

独
自
に
受
講
料
の
助
成
を
す
る
考
え
は

な
い
。

⑷
介
護
用
品
の
購
入
に
要
し
た
費
用
の

う
ち
、
月
額
一
人
当
た
り
６
千
円
を
限

度
と
し
て
支
給
す
る
幕
別
町
介
護
用
品

等
給
付
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
の
対
象
者
は
、
介
護
保
険

法
第
27
条
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
に

お
い
て
、
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５

で
、
常
時
介
護
用
品
等
の
使
用
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
方
と
し
て
い
る
が
、
要

介
護
３
以
下
で
あ
っ
て
も
、
認
知
症
等

に
よ
り
常
時
介
護
用
品
等
の
使
用
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
対
象

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答問
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
な
が
ら
、「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
介
護
保
険
制
度
に

問
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